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断
は
「
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
被
災
地
の
雇
用
情
勢
を
整
理
す

る
と
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
有
効

求
人
数
は
一
一
万
人
台
と
か
つ
て
な
い
高

水
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
有
効
求
職
者
数

も
約
一
四
万
人
と
依
然
高
水
準
に
留
ま
っ

た
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
職

件
数
は
昨
年
同
月
比
で
み
る
と
一
貫
し
て

増
加
傾
向
に
あ
り
、
季
節
要
因
に
よ
る
変

動
は
あ
る
が
、
毎
月
一
万
人
を
超
え
る
な

ど
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
新
規
求
人
倍

率
に
関
し
て
も
、
岩
手
県
1
・
41 

倍
（
前

月
差
プ
ラ
ス
0
・
17
）、
宮
城
県
1
・
76 

倍
（
前
月
差
プ
ラ
ス
0
・
17
）、
福
島
県

1
・
42 

倍
（
前
月
差
プ
ラ
ス
0
・
16
）
と
、

全
国
計
の
1
・
20
（
前
月
差
プ
ラ
ス
0
・

02
）
と
比
較
す
る
と
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
雇
用
保
険
受
給
者
実
人
員
は
、

一
月
時
点
で
六
万
二
、
五
二
八
人
（
昨
年

比
１
０
３
・8
％
増
）と
高
水
準
に
留
ま
っ

て
い
る
。
失
業
給
付
の
支
給
期
間
を
三
度

延
長
し
た
こ
と
の
影
響
も
強
い
こ
と
か
ら

一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
と
は
い

え
、
一
面
的
に
は
被
災
地
の
雇
用
情
勢
を

反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
失
業
給
付
支
給
終
了
者

に
結
び
つ
か
な
い
」
と
い
う
声
や
、
一
方

で
、
事
業
主
の
方
か
ら
は
「
工
場
を
再
建

し
て
求
人
を
出
し
た
が
、
失
業
保
険
の
支

給
さ
れ
る
間
は
働
か
な
い
と
い
う
声
も
あ

る
の
で
、
失
業
保
険
で
は
な
く
就
労
支
援

に
切
り
替
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
お
話

を
直
接
伺
っ
た
。

現
在
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
見
て
み

る
と
、
一
月
の
完
全
失
業
率
が
4
・
6
％
、

有
効
求
人
倍
率
が
0
・
73
倍
と
、
情
勢
判

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
策
の
実
施
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、小
宮
山
厚
生
労
働
大
臣
は
、

一
月
十
九
日
岩
手
県
釜
石
市
を
訪
問
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
被
災
求
職
者
の
方
と
の

意
見
交
換
、
雇
用
創
出
基
金
事
業
を
活
用

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
新
規
創
設
し
た

雇
用
復
興
型
推
進
事
業
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
水
産
物
流
通
加
工
会
社
等
の
視
察

を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
大
臣
は
、
被
災
者
の

方
か
ら
「
水
産
加
工
の
工
場
等
が
再
建
せ

ず
、
女
性
の
就
職
活
動
が
な
か
な
か
仕
事

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
一
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

被
災
三
県
（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島

県
）
で
の
一
月
の
有
効
求
人
数
は
一
一
万

一
、
三
六
八
人
と
前
月
に
比
べ
更
に
増
加

し
、
か
つ
て
な
い
高
水
準
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
一
方
、
有
効
求
職
者
数
は
一
四

万
三
、
〇
八
二
人
と
依
然
高
水
準
に
留
ま

る
な
ど
、
被
災
地
の
雇
用
情
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
雇
用
の
状
況
や
被

災
地
で
の
「
日
本
は
ひ
と
つ
」
し
ご
と
プ

厚
生
労
働
省
ト
ピ
ッ
ク
ス 

（
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
）

　
被
災
者
を
取
り
ま
く
現
在
の
雇
用
状
況
と
今
後
の
課
題

「
日
本
は
ひ
と
つ
」

　
　
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
年
の
取
組

　
　
〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
雇
用
復
興
に
向
け
て
〜

　
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
、
雇
用
復
興
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
震
災
か
ら
の
一
年
の
軌
跡
を
整
理
し
ま
し

た
。 

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
被
災
さ

れ
た
方
一
人
一
人
に
届
く
よ
う
な
雇
用
対
策
の
実
施
に
、全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。 

１ 　
 

現
在
の
雇
用
情
勢

釜石市水産物流通加工会社で意見交換を行う小宮山厚生労働大臣



5 清流　2012　陽春号　No.174

職
活
動
を
さ
れ
て
い
な
い
方
他
は
三
七
九

人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
月
中
に
支
給
終
了
し
た
者

（
二
、
〇
九
二
人
）
の
う
ち
、
支
給
終
了

時
点
で
就
職
し
て
い
な
か
っ
た
者
（
一
、

四
〇
五
人
）
を
二
月
十
五
日
に
再
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
一
五
六
人
が
就
職

し
て
い
た
。

先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
今
後
の
復

興
段
階
で
は
被
災
者
一
人
一
人
の
希
望
を

実
現
す
る
た
め
、
就
労
の
場
を
確
保
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
更
な
る
延
長
は
行
わ
な
い
こ
と
に

し
た
が
、
今
後
、
こ
う
し
た
支
給
終
了
者

が
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、
職
に
就
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

⑷

福
島
県
、
特
に
原
発
避
難
地
域
に

お
け
る
雇
用
の
確
保

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
原
子
力
災

害
対
策
本
部
か
ら
「
ス
テ
ッ
プ
2
の
完
了

を
受
け
た
警
戒
区
域
及
び
避
難
指
示
区
域

の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
及
び

今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
」
が
発
表
さ

れ
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
設
定
し
て
き
た
警
戒
区
域

及
び
避
難
指
示
区
域
に
つ
い
て
、
ス
テ
ッ

プ
2
の
完
了
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
の
安

方
、
建
設
業
・
土
木
業
等
で
は
求
人
件
数

が
求
職
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
う
え
、
求

職
者
も
男
性
に
限
定
さ
れ
る
等
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
、

職
業
間
を
ま
た
ぐ
よ
う
な
就
職
の
支
援
も

重
要
と
な
っ
て
く
る
と
言
え
る
。

⑴

求
人
・
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解

消今
後
、
被
災
地
が
本
格
的
な
復
興
段
階

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
政
府
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
被
災
地
の
雇
用
の
中
心
と
な
っ

て
き
た
短
期
つ
な
ぎ
雇
用
で
は
な
く
、
長

期
的
な
安
定
雇
用
の
創
出
に
支
援
の
軸
足

を
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
求
人
の
伸
び
て
い
る
産
業
を
見

て
み
る
と
、
建
設
業
、
土
木
業
な
ど
復
興

需
要
に
伴
う
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今

後
、
被
災
地
の
も
と
も
と
の
強
み
で
あ
る

農
林
漁
業
、
水
産
加
工
業
、
医
療
・
福
祉

業
等
の
求
人
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。

⑵

女
性
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
改
善

先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
被
災
地
で
の

女
性
の
雇
用
情
勢
は
特
に
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、
も
と
も

と
女
性
の
雇
用
の
場
で
あ
っ
た
水
産
加
工

業
等
が
、
津
波
の
影
響
等
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
未
だ
、
本
格
的
な
事
業
再

開
に
至
っ
て
い
な
い
事
業
所
が
多
い
こ
と

や
、
女
性
が
比
較
的
希
望
し
な
い
建
設
業

等
の
求
人
が
伸
び
て
い
る
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
女
性
の
働
く
場
を
重
点
的

に
復
興
す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
働
き
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。

⑶

雇
用
保
険
の
延
長
給
付
の
支
給
終

了「
日
本
は
ひ
と
つ
」
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
、
沿
岸
地
域
等

の
雇
用
保
険
受
給
者
に
つ
い
て
九
十
日
の

延
長
を
行
っ
た
が
、
こ
う
し
た
方
々
に
つ

い
て
も
、
最
短
で
一
月
中
旬
か
ら
雇
用
保

険
の
給
付
が
終
了
し
て
い
る
。

広
域
延
長
給
付
の
受
給
者
が
九
、
六
三

〇
件
（
一
月
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
二
月
十
七
日
ま
で
時
点
で
、
広
域
延

長
給
付
の
支
給
が
終
了
し
た
者
三
、
五
一

〇
人
の
う
ち
、
支
給
終
了
時
点
の
調
査
で

は
、
就
職
し
て
い
た
者
は
九
二
一
人
、
求

職
活
動
中
の
者
は
二
、
一
六
三
人
、
職
業

訓
練
を
受
講
し
て
い
る
者
は
四
七
人
、
求

に
対
す
る
雇
用
支
援
の
充
実
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
被
災
地
の
雇
用
情
勢
を
男
女
別

に
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
有
効
求
職
者
数

で
は
男
性
の
五
万
九
、
八
三
〇
人
（
前
年

同
月
比
0
・
3
％
減
）
に
対
し
、
女
性
は

六
万
九
、
五
三
一 

人
（
前
年
同
月
比
13
・

6
％
増
）
と
、
被
災
地
の
女
性
が
お
か
れ

て
い
る
雇
用
情
勢
は
特
に
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
沿
岸
部
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
・
求
職
を
整
理
す
る
と
、
特
に
食
料
品

製
造
業
で
は
女
性
の
求
職
者
数
が
男
性
と

比
較
し
て
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
一

２ 　
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ど
へ
の
産
業
政
策
と
一
体
と
な
っ
た

雇
用
面
で
の
支
援
を
行
う
事
業
（
事
業

復
興
型
雇
用
創
出
事
業
）を
推
進
す
る
。

・
高
齢
者
か
ら
若
者
へ
の
技
能
伝
承
、
女

性
・
障
害
者
等
の
活
用
な
ど
と
い
っ
た

雇
用
面
で
の
モ
デ
ル
性
が
あ
り
、
将
来

的
な
事
業
自
立
に
よ
る
雇
用
創
出
が

期
待
さ
れ
る
事
業
（
生
涯
現
役
・
全
員

参
加
・
世
代
継
承
型
雇
用
創
出
事
業
）

を
推
進
す
る
。

○
特
に
、
広
域
延
長
給
付
を
受
給
中
の

方
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、

①　

求
人
情
報
の
送
付
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
案
内
等
の
送
付
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
等
の
送
付
、
電
話

連
絡
で
の
近
況
確
認
な
ど
に
よ
る
積

極
的
な
就
職
支
援
を
行
う
こ
と
。ま
た
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
臨
床
心
理
士
な

ど
に
よ
る
心
の
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ

と
。

②　

再
就
職
意
欲
の
高
い
者
や
、
母
子
家

庭
の
母
な
ど
に
対
し
て
、
担
当
者
制
な

ど
に
よ
る
き
め
細
か
な
支
援
を
実
施

す
る
こ
と

③　

就
職
に
向
け
て
訓
練
を
必
要
と
す
る

者
に
対
し
て
は
、
求
職
者
支
援
制
度
を

含
む
職
業
訓
練
へ
の
積
極
的
誘
導
を

図
る
こ
と

等
を
行
う
。

技
能
等
を
修
得
す
る
特
別
訓
練
コ
ー
ス
を

設
定
す
る
。

就
職
に
向
け
て
職
業
能
力
や
資
格
が

不
足
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
者
に
つ
い

て
は
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
に

対
す
る
求
職
者
支
援
制
度
の
活
用
を
含

め
、
職
業
訓
練
へ
積
極
的
に
誘
導
す
る
。

○
本
格
的
な
安
定
雇
用
の
創
出
に
向
け

た
「
被
災
地
雇
用
復
興
総
合
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
実
施

・
将
来
的
に
被
災
地
の
雇
用
創
出
の
中
核

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
業
が
、

被
災
者
を
雇
用
す
る
場
合
に
、
農
林
漁

業
、
水
産
加
工
業
、
医
療
・
福
祉
業
な

必
要
が
あ
る
。

○
産
業
政
策
の
推
進

地
域
経
済
の
再
生
・
復
興
の
た
め
の
産

業
政
策
の
実
施
に
よ
り
、
雇
用
創
出
を
図

る
。

・
被
災
企
業
の
事
業
再
開
・
復
興
支
援
、

企
業
立
地
の
促
進

・
農
林
水
産
業
の
復
興
支
援
（
農
地
・
農

業
用
施
設
、
海
岸
防
災
林
、
漁
港
の
早

期
復
旧
・
復
興
、
漁
業
・
養
殖
業
の
再

開
と
加
工
流
通
施
設
の
整
備
に
よ
る

一
体
的
な
復
興
） 

等

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援

産
業
政
策
や
復
旧
・
復
興
事
業
で
生
じ

る
求
人
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
開
拓
・
確

保
し
、
必
要
な
求
職
者
に
は
担
当
者
制
に

よ
る
個
別
対
応
な
ど
、
個
人
の
特
性
・
状

態
に
応
じ
た
就
職
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

本
人
の
心
理
状
況
を
踏
ま
え
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
。

ま
た
、母
子
家
庭
の
母
等
に
対
し
て
は
、

担
当
者
制
に
よ
る
特
に
き
め
細
か
な
就
職

支
援
を
実
施
す
る
。

○
職
業
訓
練
の
機
動
的
拡
充
・
実
施
、

職
業
訓
練
の
積
極
的
活
用

被
災
地
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解

消
の
た
め
、
介
護
、
情
報
通
信
等
の
職
業

訓
練
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
建
設
機
械
の
運
転

全
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
四 

月
を
目
途
に
見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

本
年
二
月
十
日
に
復
興
庁
が
設
置
さ

れ
、
二
月
十
四
日
に
第
一
回
復
興
推
進
会

議
が
開
催
さ
れ
た
が
、当
会
議
の
中
で
は
、

今
後
の
警
戒
区
域
等
の
見
直
し
に
併
せ
た

避
難
者
の
帰
還
支
援
に
あ
た
っ
て
の
主
要

課
題
の
一
つ
に
「
雇
用
確
保
、産
業
振
興
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、現
在
、

具
体
的
支
援
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

今
後
の
雇
用
復
興
に
向
け
て
、
現
在
の

被
災
地
の
抱
え
る
課
題
を
早
急
に
解
決
す

る
た
め
、
以
下
の
と
お
り
「
日
本
は
ひ
と

つ
」
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
推

進
を
図
る
こ
と
で
、
政
府
の
雇
用
対
策
が

被
災
者
一
人
一
人
に
し
っ
か
り
と
届
く
よ

う
、
全
力
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
福
島
県
で
の
雇
用
対
策
と
し
て

は
、
こ
う
し
た
対
策
を
き
め
細
か
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、速
や
か
に
検
討
を
重
ね
、

具
体
的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
、
元
の
住

ま
い
に
戻
っ
て
生
活
し
た
い
と
い
う
避
難

地
域
の
住
民
の
方
々
の
想
い
を
実
現
す
る

３ 　

 

今
後
の
対
策

特別訓練コースの実施（岩手県宮古市）
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（出所）厚生労働省「職業安定業務統計」

被災３県の新規求職・求人の動向

○3月は事業所や生産施設の損壊ガソリン不足による人・物の移動制約、ライフラインの復
旧の遅れなどの影響により、新規求職・求人ともに減少したが、4月は新規求職・求人と
もに急増した。
○その後、新規求人数は5月以降順調に増加し、1月は被災３県で45,752件（前月比4.3%増）
新規求職者数は5月以降減少傾向が続き、1月は被災３県で29,430件（前月比7.1%減）
となっている。


